
保護者・地域の皆様へ 

＜いじめとは？ ３つのポイント＞ 

●苦痛を感じたら「いじめ」：場所・方法・意図

は問いません。 

●誰にでも起こりうる：被害者にも加害者にも、

どの子もなり得ます。 

●早期発見が早期解決のカギ：小さな違和感で

も見逃しません。 

 

＜有明中の基本方針 ３本柱＞ 

柱 主な取組 重点目標 

未 然

防 止 

・分かる授業と相互尊重の

学級経営 

・道徳でいじめを年３回以

上扱う人権・多様性学習 

いじめゼロ

の土壌づく

り 

早 期

発 見 

・年３回以上のアンケート 

・教育相談週間の実施 

兆候を 24

時間以内に

共有 

迅 速

対 応 

・「いじめ対策委員会」即日

招集 

・安全確保と心のケア最優

先 

保護者へ速

やかな連絡

と継続的支

援 

 

＜ご家庭へのお願い ５つの「気付き」＞ 

・表情：笑顔が減っていないか 

・生活リズム：寝付き・食欲・登校準備の変化 

・持ち物：傷や紛失が続いていないか 

・スマホ：深夜利用・通知に怯える様子はないか 

・言葉：「学校に行きたくない」「もう無理」など

のサイン 

迷ったらまず学校へ――些細なことでも遠慮な

くご相談ください。 

生徒の皆様へ 

＜いじめって何？ ３つのポイント＞ 

●「相手がつらい」と感じたら、それはもういじ

め。場所や方法は関係ありません。 

●いじめは誰でも「される側」「してしまう側」

になるかもしれない身近な問題です。 

●気付いたらすぐ声をあげることが、トラブル

を大きくしない一番の方法です。 

 

＜ＳＴＯＰいじめ！有明中３つの行動宣言【ＲＣＳ】＞ 

行動 みんなでやること 

①リスペクト 

（Respect） 

あいさつ＋相手のいいところ

を見つけて声に出そう 

②チェック 

（Check） 

困っている友達がいないか毎

日アンテナを立てよう 

③スピーク 

（Speak) 

「それ嫌だ」「友達や先生、大

人に相談しよう」と勇気を出

して伝えよう 

 

＜今日からできる ３つのミッション＞ 

【休み時間】１人でいる人に「一緒にどう？」と

声をかけてみよう。 

【家で】１日１回「今日あった良いこと」を家族

とシェアしよう。 

【ＳＮＳ】夜 10 時以降はスマホをリビングに置

いてリラックスタイム。 

 いじめは生徒の命と未来に関わる重大な人権侵

害です。 

有明中全員で「しない・させない・許さない」を

合言葉に、＃リスペクト の輪を広げましょう。 

もしもの時は一人で抱え込まず、すぐに周りの

大人や友達に相談してください。 

 

有明の学び舎 
https://ariake-chu.koto.ed.jp/（←いじめ防止基本方針を掲載） 

 

令和７年 ４月３０日 

江東区立有明中学校 

校長 西川 諭 

学び続ける人 心豊かで､思いやりの有る人 明るく､健やかな人 Ｎｏ．２ 

みんなで守ろう いじめゼロの有明を目指して～＃リスペクト～ 

入学、進級して１ヶ月。教室や部活動には笑顔と活気があふれています。一方で、新しい友人関係が

生まれるこの時期は、すれ違いが生じたり、「いじめ」が起こり始めたりする時期でもあります。本校

では「学校いじめ防止基本方針」を改訂し、全教職員で共有しました。本号では、そのポイントをお伝

えし、学校・お子様・ご家庭が手を携えて“いじめゼロの有明”を実現する第一歩としたいと思います。 




